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　韮崎市では、児童生徒一人につき一台のタブレット端末を活用した学びの充実に取り組
んでいます。特に注目されるのは、県内の市町村で唯一、Apple社製のiPadを採用してい
る点です。その効果により、授業での活用が急速に広がり、学びの質が向上しています。

全小中学校に全小中学校に最新のiPad整備最新のiPad整備

ICTを活用した学びを充実します

　今年4月には、最新のiPadへと更新が完

了し、より快適で効率的な学びの環境が整備

されました。調べ学習、ドリル学習、プレゼン

テーション、意見共有など、主体的で創造的

な学びをサポートする重要なツールとして

活用されています。

　ICTを積極的に授業に取り入れることで、

児童生徒の情報活用能力を育成し、学びを通

じてその可能性を広げる取り組みを推進中

です。韮崎市は、未来を担う子どもたちによ

り良い教育を提供していきます。
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～～
55
月月
2222
日
は
国
際
生
物
多
様
性
の
日
～

日
は
国
際
生
物
多
様
性
の
日
～
　　

生
物
多
様
性

生
物
多
様
性
っ
て
な
に

っ
て
な
に
？？？？

　「
生
物
多
様
性
」と
は
、地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
の「
ち
が

い
」と「
つ
な
が
り
」の
こ
と
で
す
。森
や
川
、海
な
ど
で
生
き
も
の
が
支

え
合
い
、そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
く
ら
し
も
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。し
か
し
今
、生
き
も
の
は
急
速
に
減
少
し
て
い
ま
す
。原
因
の

多
く
は
、人
間
の
活
動
に
よ
る
影
響
で
す
。

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、世
界
で
は
自
然
を
回
復
さ
せ
る「
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。未
来
の
自
然
を

守
る
た
め
に
、で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
然
を
守
り

自
然
を
守
り

　
　
未
来
に
つ
な
ぐ

　
　
未
来
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み

取
り
組
み

　
令
和
8
年
2
月
13
日
、市
は
日
本
製

紙
株
式
会
社
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
企
業
の

リ
ン
テ
ッ
ク
株
式
会
社
と
と
も
に
、「
生

物
多
様
性
の
保
全
と
増
進
に
関
す
る
協

働
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。今
後
は
、

日
本
製
紙
が
所
有
す
る
鳳
凰
社
有
林
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、植
生
調
査
や
登
山
道

の
整
備
な
ど
を
行
い
、自
然
を
守
り
な

が
ら
回
復
さ
せ
る「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
」の
取
り
組
み
を
、官
民
連
携
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
同
日
、内
藤
久
夫
市
長
が

「
韮
崎
市
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

宣
言
」を
発
表
し
、生
物
多
様
性
の
回

復
を
軸
と
し
た
環
境
保
全
へ
の
姿
勢

を
改
め
て
示
し
ま
し
た
。

私
た
ち
に
で
き
る

私
た
ち
に
で
き
る
身
近
な
こ
と

身
近
な
こ
と

　
生
物
多
様
性
を「
守
り
、増
や
す
」た
め
に
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
、日
常
生
活
の
中
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

　 

　
た
と
え
ば・・・

　
　
　
❖
地
元
で
と
れ
た
食
材
を
選
ぶ（
地
産
地
消
）

　
　
　
❖
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
心
が
け
る

　
　
　
❖
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
を
選
ぶ

　
　
　
❖
節
電
や
節
水
、省
エ
ネ
に
取
り
組
む

　
　
　
❖
自
然
観
察
会
に
参
加
し
て
み
る

　
　
　
❖
環
境
保
全
活
動
に
参
加・支
援
す
る

市
内
で

市
内
で
参
加
で
き
る

参
加
で
き
る･･

　
　
　
　
　
支
援
で
き
る

　
　
　
　
　
支
援
で
き
る
活
動
活
動

⃝

5
月
23
日（
土
）オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
駆
除
作
戦
　

　（
担
当：市
民
生
活
課 
生
活
環
境
担
当 

☎
２
２
‐
1
1
1
4
）

　
＊
繁
殖
力
が
強
く
、在
来
の
生
態
系
に
影
響
を
与
え
る

　
　
特
定
外
来
生
物「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」を
駆
除
す
る
活
動
で
す
。

⃝

5
月
24
日（
日
） 

甘
利
山
に
咲
く
お
花
の
勉
強
隊
　

　（
主
催：甘
利
山
倶
楽
部 

☎
２
２
‐
6
6
8
2
）

　
＊
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
あ
る
甘
利
山
を
舞
台
に
、

　
　
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
植
物
観
察
会
で
す
。

　
　

5
月
は
甘
利
山
中
腹
の「
さ
わ
ら
池
」で
実
施
さ
れ
ま
す
。

⃝

6
月
上
旬
～
中
旬  

甘
利
山
環
境
保
全
協
力
金
の
受
付
　

　（
実
施：南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
―
ク

　
　
　
　
韮
崎
市
地
域
推
進
協
議
会

＼

事
務
局 

商
工
観
光
課
）

　
＊
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
開
花
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、

　
　
甘
利
山
の
環
境
保
全
の
た
め
の
協
力
金
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
受
付
場
所
は
甘
利
山
駐
車
場
の
臨
時
観
光
案
内
所

　
　（

1
口
5
0
0
円
か
ら
の
任
意
協
力
）

問
商
工
観
光
課
　
観
光
担
当

☎
４
５
‐
9
1
5
8

農
産
物
の
環
境
負
荷
低
減

農
産
物
の
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
み
の

の
取
組
み
の

　　
　「
見
え
る
化
」

　「
見
え
る
化
」に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
農
林
水
産
省
で
は
、農
産
物
の「
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
の
貢
献
」や

「
生
物
多
様
性
の
保
全
」の
取
組
み
を
等
級
ラ
ベ
ル（
み
え
る
ら
べ
る
）

で
表
示
す
る
こ
と
で
、生
産
者
の
環
境
負
荷
低
減
の
努
力
が
消
費
者
に

伝
わ
り
、農
産
物
を
選
択
で
き
る
環
境
を
整
え
る「
見
え
る
化
」を
推
進

し
て
い
ま
す
。

■
対
象
品
目
　
24
品
目(

令
和
8
年
1
月
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⃝
詳
細
は
こ
ち
ら

問
関
東
農
政
局
山
梨
県
拠
点
　
地
方
参
事
官
室

☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
６
０
５
５

−

イ
ラ
ス
ト
出
典

−

こ
ど
も
環
境
白
書
2
0
1
2

3
者
協
定･

ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
宣
言
の

詳
細
は
こ
ち
ら

2026.53



いきいき健康プランにらさき（素案）いきいき健康プランにらさき（素案）
■閲覧場所
　⃝市役所1階情報公開コーナー
　⃝市ホームページ
　⃝保健福祉センター窓口

■閲覧・意見募集期間
　5月8日(金)〜29日(金)
　※窓口での閲覧および提出は、
　　土・日曜日を除く
　　8時30分〜17時15分

■意見の提出方法
　意見の要旨及びその理由と住所、氏
名、連絡先を明記のうえ、郵送（当日消
印有効）、FAX、メールまたは窓口に直
接ご持参ください。

問・提出先健康づくり課　健康増進担当（保健福祉センター内）　
☎23‐4310　FAX23‐4316　  kenkou@city.nirasaki.lg.jp　〒407‐0024　本町3‐6‐3

パブリックコメントを募集！

地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金

地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　    

の
活
用
を
！

の
活
用
を
！

　
地
域
で
の
課
題
解
決
や
活
動
の
た
め
、団
体
を
支
援
す
る

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金
」を
設
け
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
種
類

　
⃝
一
般
事
業
枠

　
　
　
団
体
の
継
続
し
た
活
動
に
対
す
る
支
援

　
　
　
①
立
ち
上
げ
支
援
部
門(

30
万
円
上
限)

　
　
　
　
※
1
回
の
み

　
　
　
②
事
業
支
援
部
門(

50
万
円
上
限)

　
⃝
テ
ー
マ
型
事
業
枠(

50
万
円
上
限)

　
　
　
未
来
の
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
、

　
　
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
推
進
の
取
組
み
な
ど
に
対
す
る
支
援

　
⃝
学
生
枠(
20
万
円
上
限)

　
　
　
若
者
が
企
画・実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
支
援

⃝

詳
細
は
こ
ち
ら

問・申
込
み
　

　
財
務
政
策
課
　
政
策
調
整
担
当

　
☎
４
５
‐
９
２
２
３

ネネ
ーー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ーー
ト
ナ
ト
ナ
ーー
の
募
集
！

の
募
集
！

「
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
」

　
市
で
は
、施
設
の
集
客
力
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、及
び
新
た

な
財
源
の
確
保
等
を
図
る
た
め
、韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
命
名
権
者「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ・パ
ー
ト
ナ
ー
」を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
企
業
名
等
を
公
共
施
設
の
愛
称
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、企

業
の
知
名
度
向
上
の
ほ
か
、地
域
貢
献
や
施
設
利
用
者
と
の

接
点
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
韮
崎
駅
前
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
に
貴
社
名
を
！

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  ⃝

詳
細
は
こ
ち
ら

N
P
O
法
人
の
設
立
を
支
援

　
市
民
等
と
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、社
会
貢
献
活
動
を

行
う
団
体
が
市
内
で
新
た
に
N
P
O
法
人
を
設
立
し
た
場

合
、設
立
す
る
た
め
に
支
出
し
た
経
費
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

〈
補
助
金
額
〉　
補
助
対
象
経
費
の
1/2
以
内 (

5
万
円
上
限)

  ⃝

詳
細
は
こ
ち
ら

皆さんのご意見をお聞かせください
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障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

■
手
続
き
方
法

①
昨
年
度
申
請
し
た
方

　
変
更
が
な
け
れ
ば
、申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
今
年
度
新
た
に
申
請
す
る
方

　
納
税
通
知
書
が
届
い
た
ら
、

5
月
25
日(

月)

ま
で
に
税
務
収
納

課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類
等

①
納
税
通
知
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
等

　（
複
数
あ
る
場
合
は
全
て
）

③
運
転
免
許
証（
本
人
の
も
の
）

④
車
検
証

　（
電
子
車
検
証
の
場
合
は

　「
自
動
車
検
査
証
記
録
事
項
」）

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

⑥
常
時
介
護
者
運
転
の
場
合
は

　
減
免
資
格
常
時
介
護
証
明
書

■
注
意
事
項

　
申
請
は
身
体
障
が
い
者
等
一
人

に
つ
き
１
台(

事
業
用
車
や
リ
ー

ス
車
は
対
象
外)

問
税
務
収
納
課
　
市
民
税
担
当

☎
４
５
‐
７
０
２
１

⑥
に
つ
い
て

問
福
祉
課
　
障
が
い
福
祉
担
当

☎
２
２
‐
１
９
９
２

運 　 　 転 　 　 者
障がい者

本人 障がい者と同居の生計同一者 身体障がい者等および未成年者または 70 歳以上の者のみで構成される
世帯の身体障がい者等を常時介護する者（障がい者と別居している者）

所
有
者

障がい者本人 減免あり 減免あり 減免あり
障がい者と

同居の
生計同一者

減免なし 減免あり 減免あり

障がいの区分
障がいの級別

障がい者本人が運転する場合 家族運転・住居および生計を一にする者
または常時介護する者が運転する場合

障
害
者
手
帳【
赤
色
】

視覚障害 １級～４級
聴覚障害 ２級・３級

平衡機能障害 ３級
音声機能障害（喉頭摘出による音声機能障害に限る） ３級 －

上肢不自由 １級・２級
下肢不自由 １級～６級 １級～３級
体幹不自由 １級～３級・５級 １級～３級

乳幼児期以前の非進行性の
脳病変による運動機能障害

上肢機能 １級・２級
移動機能 １級～６級 １級～３級

心臓・じん臓.・呼吸器・ぼうこう又は直腸・小腸機能障害 １級・３級
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害・肝臓機能障害 １級～３級

戦
傷
病
者
手
帳【
黒
色
】

視覚障害 特別項症～第４項症
聴覚障害 特別項症～第４項症

平衡機能障害 特別項症～第４項症
音声機能障害（喉頭摘出による音声機能障害に限る） 特別項症～第２項症 －

上肢不自由 特別項症～第３項症 特別項症～第3項症
下肢不自由 特別項症～第６項症及び第１款症～第３款症 特別項症～第３項症
体幹不自由 特別項症～第６項症及び第１款症～第３款症 特別項症～第4項症

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう又は直腸・小腸・肝臓機能障害 特別項症～第３項症
療育手帳【紺色】 障害の程度Ａ

精神障害者保健福祉手帳 １級かつ自立支援医療受給者証の交付を受けている者

◦軽自動車税減免対象者の車両区分

◦軽自動車税減免対象者の障がいの範囲

※常時介護する者が運転し、減免を申請する場合には、⑥減免資格常時介護証明書が必要です。
※軽自動車税とは原動機付自転車・二輪の軽自動車・二輪の小型自動車・軽自動車・トラクター等にかかる税金です。
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小規模ワイナリー開業予定者サポート事業の利用申込開始のお知らせ
　本市では、市内で小規模ワイナリーの開業を目指す方を対象に、ワインの醸造に関する研修・相談支援事業を実施しております。
詳細は市ホームページをご覧いただくかお問い合わせください。

▪利用者定員　1～2名程度　　▪申込期限　5月29日(金)

問・申込み　農政課　農林振興担当　☎45-9104

農地の賃借料の公表
　令和7年1月から令和7年12月までに締結(公告)された賃貸借における
賃借料水準(10ａ当たり)を別表2のとおり公表します。

※あくまで参考ですので、当事者間の協議により決定してください。

　〔別表2〕韮崎市賃借料情報

※1　データ数は、集計に用いた筆数です。
※2　斜線部分は、データ数が少ないため算出できません。

　　 　  5件以上のデータを基に算出しております。 
※3　賃借料は、算出結果を四捨五入し100円単位で表したものです。

農作業雇用労賃【標準額】を決定
令和８年度の農作業雇用労賃【標準額】を別表１のとおり決定しました。
※あくまで標準的な料金を示すものですので、当事者間の協議により

決定してください。

〔別表1〕令和8年度 農作業雇用労賃（標準額）

※金額は、消費税込みとしています。
※労働時間は、1日8時間を基準としています。
※機械作業は、燃料代を含みます。

利用の流れ(すべて「こども誰でも通園総合支援システム」にて行います)

保護者の就労状況に関係なく、
月10時間まで保育の場を利用できる「こども誰でも通園制度」が始まりました。

保育所等に通っていない0歳6ヶ月～満3歳未満のお子さん（3歳の誕生日の前々日まで）対　　象

⃝韮崎カトリック白百合幼稚園　⃝山梨英和ダグラスこども園　⃝すみれ韮崎保育園　⃝キヅキ実施施設

利用方法

※利用認定が完了しても、事前面談が未実施の場合は利用できません。
※事前面談が完了した施設のみ、利用予約が可能です。

詳細はこちら

区分 単位 作業内容 標準額

耕耘 10ａ
耕起 10,100円
代掻（耕起してある場合） 11,100円
代掻（耕起してない場合） 19,100円

機械田植え 10ａ 10,600円
稲刈り(バインダー) 10ａ （ひも代含む） 11,100円
脱穀（ハーベスタ） 10ａ 11,100円

コンバイン作業 10ａ カッター 20,200円
結束 21,200円

乾燥・籾摺り 30㎏
乾燥（米） 700円
乾燥（麦） 800円
籾摺り 500円

一般農作業 1日 8時間 9,100円

※
登
録
方
法
な
ど
の

詳
し
い
内
容
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

詳細はこちら

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

利
用
の
流
れ

❶
利
用
認
定
の
申
請

❷
利
用
認
定
通
知
と

利
用
ア
カ
ウ
ン
ト

発
行
メ
ー
ル
が
来

た
ら
ロ
グ
イ
ン

❸
こ
ど
も
の
詳
細

情
報
を
入
力

❹
利
用
し
た
い
施
設

と
の
事
前
面
談

 (
要
予
約)

❺
利
用
希
望
日
時
を

予
約
し
、当
日
利
用

問こども子育て課　保育担当　☎22-1117

対象の部 平均額 最高額 最低額 データ数

田（水稲） 4,800円 5,100円 4,600円 93

畑・普通畑 10,600円 13,200円 3,300円 82
畑・樹園地

（桃・葡萄・林檎） 15,000円 22,200円 4,600円 45

畑・樹園地
（その他果樹）

牧草畑

問・申込み　農政課　農業委員会事務局　☎45-9105
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韮
崎
市
消
防
団
辞
令
を
交
付

　
４
月
よ
り
新
体
制
と
な
り
、消
防
団
役
員
及
び
二
十
三
名
の
新
入
団
員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。新
た
に
比
志
団
長
指
揮
の
も
と
、団
員
が
総
力
を
結
集
し
、市
民
の
安
全
で
安
心
な
生

活
を
守
る
た
め
、消
防
活
動
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、随
時
団
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
団
長

▼
比
志
　
一
仁

☆
副
団
長

▼
樋
口
　
誠

▼
山
寺
　
政
剛

▼
藤
巻
　
文
輝

☆
分
団
長

▼
韮
崎
分
団
　
岩
下
　
元
弘

▼
穂
坂
分
団
　
近
藤
　
圭
祐

▼
藤
井
分
団
　
上
田
　
敦

▼
中
田
分
団
　
細
田
　
純
一

▼
穴
山
分
団
　
嶋
津
　
優
弥

▼
円
野
分
団
　
秋
山
　
浩

▼
清
哲
分
団
　
藤
巻
　
英
司

▼
神
山
分
団
　
功
刀
　
政
司

▼
旭
　
分
団
　
田
中
　
俊
彦

▼
大
草
分
団
　
飯
野
　
健
一

▼
竜
岡
分
団
　
秋
山
　
正
樹

☆
ラ
ッ
パ
隊
長

▼
澤
崎
　
裕
太

☆
副
分
団
長

▼
韮
崎
分
団
　
鈴
木
　
英
和

▼
韮
崎
分
団
　
保
坂
　
太
郎

▼
穂
坂
分
団
　
齋
藤
　
大

▼
藤
井
分
団
　
向
山
　
洋
平

▼
中
田
分
団
　
山
本
　
幸
一
郎

▼
穴
山
分
団
　
嶋
津
　
栄
伸

▼
円
野
分
団
　
坂
本
　
篤
彦

▼
清
哲
分
団
　
小
林
　
幸
司

▼
神
山
分
団
　
根
岸
　
正
人

▼
旭
　
分
団
　
小
野
　
充
裕

▼
大
草
分
団
　
土
橋
　
達
矢

▼
竜
岡
分
団
　
岡
部
　
政
弘

☆
部
長

▼
韮
崎
分
団
　
一
部
　
深
澤
　
明

二
部
　
近
藤
　
敏
弘

三
部
　
石
原
　
昌
美

四
部
　
穐
山
　
博
之

▼
穂
坂
分
団
　
一
部
　
横
森
浩
太
郎

二
部

廣
瀬
充

三
部
　
野
尻
　
崇
之

四
部
　
宮
川
　
真
聡

五
部
　
横
森
　
光
宏

六
部
　
保
坂
　
純
矢

▼
藤
井
分
団
　
一
部
　
杉
山
　
祐
輔

二
部
　
窪
田
　
哲
也

四
部
　
名
取
　
稔
彦

五
部
　
谷
脇
　
豪

六
部
　
向
山
　
良
祐

七
部
　
岩
村
　
俊
輝

▼
中
田
分
団
　
一
部
　
今
福
　
茂
樹

二
部
　
山
本
　
啓
義

三
部
　
山
本
　
英
伸

▼
穴
山
分
団
　
一
部
　
守
屋
　
衛

二
部
　
榑
林
　
亮
人

三
部
　
生
山
　
和
昭

▼
円
野
分
団
　
一
部
　
秋
山
　
和
貴

二
部
　
眞
壁
　
俊
之

三
部
　
高
左
右
　
裕

▼
清
哲
分
団
　
一
部
　
小
澤
　
翔
太

二
部
　
森
澤
　
博
文

三
部
　
雨
宮
　
誠

四
部
　
石
井
　
僚
太

▼
神
山
分
団
　
一
部
　
功
刀
　
崇
裕

二
部
　
芦
澤
　
佑
亮

三
部
　
功
刀
　
貴
矢

▼
旭
　
分
団
　
一
部
　
飯
室
　
和
樹

二
部
　
赤
堀
　
修
吾

三
部
　
堀
内
　
知
明

四
部
　
小
野
　
陽
司

▼
大
草
分
団
　
一
部
　
秋
山
謙
太
郎

二
部
　
佐
々
　
亨
平

三
部
　
秋
山
　
直
樹

四
部
　
岩
本
　
豪
志

▼
竜
岡
分
団
　
一
部
　
横
内
　
翔

二
部
　
小
池
　
武

三
部
　
齊
藤
　
次
郎

☆
班
長

▼
韮
崎
分
団
　
一
部
　
清
水
　
誠

二
部
　
千
野
　
浩
二

三
部
　
矢
崎
　
彰
人

四
部
　
島
村
　
正
幸

▼
穂
坂
分
団
　
一
部
　
横
森
　
哲
矢

二
部
　
小
澤
　
真
太

三
部
　
篠
原
　
賢
一

三
部
　
丸
山
　
哲
弘

四
部
　
宮
澤
　
昌
樹

五
部
　
横
森
　
裕
二

六
部
　
福
田
　
典
和

▼
藤
井
分
団
　
一
部
　
依
田
　
鷹
樹

二
部
　
古
明
地
哲
也

四
部
　
小
沢
　
安
司

五
部
　
宮
崎
　
洋
一

六
部
　
小
牧
　
一
希

七
部
　
仁
田
原
　
智

▼
中
田
分
団
　
一
部
　
小
澤
　
佑
介

二
部
　
高
添
　
佑
太

三
部
　
小
林
　
中

▼
穴
山
分
団
　
一
部
　
河
西
　
弘
樹

二
部
　
八
巻
　
颯

三
部
　
小
泉
　
卓
央

三
部
　
長
坂
　
克
也

▼
円
野
分
団
　
一
部
　
細
田
　
啓
輔

二
部
　
山
本
　
努

三
部
　
林
　
俊
英

▼
清
哲
分
団
　
一
部
　
小
澤
　
琢
斗

二
部
　
名
取
　
健
一

三
部
　
山
本
　
真
也

四
部
　
櫻
田
　
真
悟

▼
神
山
分
団
　
一
部
　
功
刀
　
信
耶

二
部
　
功
刀
　
眞
勇

三
部
　
向
山
　
光
太

▼
旭
　
分
団
　
一
部
　
西
谷
地
力
也

二
部
　
飯
塚
　
慎
一

三
部
　
山
本
　
大
貴

四
部
　
成
嶋
　
光

▼
大
草
分
団
　
一
部
　
杉
山
　
祐
樹

二
部
　
清
水
　
正
則

三
部
　
矢
崎
　
裕
亮

四
部
　
山
内
　
洋
一

▼
竜
岡
分
団
　
一
部
　
野
口
　
拓
也

二
部
　
井
出
　
裕
太

三
部
　
中
島
　
理
貴

☆
新
入
団
員

▼
韮
崎
分
団
　
一
部
　
守
屋
　
大

一
部
　
赤
井
隆
太
郎

一
部
　
清
水
　
聖
哉

一
部
　
近
藤
　
優
馬

二
部
　
酒
井
　
真
周

▼
穂
坂
分
団
　
一
部
　
石
井
　
一
希

一
部
　
松
澤
　
拓
也

三
部
　
青
木
　
玲
央

五
部
　
横
森
　
洋
一

六
部
　
加
倉
井
隼
人

▼
藤
井
分
団
　
四
部
　
小
沢
　
栄
輝

六
部
　
原
　
裕
生
太

七
部
　
中
根
　
司

七
部
　
横
田
　
尚
樹

七
部
　
村
上
　
真
司

▼
中
田
分
団
　
一
部
　
平
澤
　
武
章

三
部
　
山
本
　
真
史

三
部
　
斉
藤
　
薫

▼
穴
山
分
団
　
三
部
　
堀
内
　
一

三
部
　
平
賀
　
開

▼
清
哲
分
団
　
三
部
　
田
邊
　
学

▼
神
山
分
団
　
三
部

D
I
N
H
  L
A
M
  T
H
A
N
H

▼
旭
　
分
団
　
三
部
　
山
本
　
夏
樹
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坂本 富江さん　（旧姓 曽雌）　穂坂町出身　東京都在住

玩具を寄贈いただきました

　韮崎ロータリークラブ様より、子どもたちの健やかな
成長を願い、玩具をご寄贈いただきました。
　いただいた玩具は、こども子育て課キッズスペース及
び子育て支援センターにらちびで大切に活用させていた
だきます。温かいご厚意に心より感謝申し上げます。

まちづくりミーティング

　子育て世帯の家計負担の軽減や資源の有効活用を目的
に、制服等リユース活動の推進をテーマとした「まちづく
りミーティング」を開催しました。
　市長と子育てに携わる団体や保護者が参加し、地域で
支え合う仕組みづくりについて意見交換を行いました。

　私にとっての韮崎は命育まれた大切な大地であり、誇れるふるさとです。長年「韮崎ふ
るさと大使」の一人として韮崎のPRと案内をさせて頂いております。東京から四季の風
景やワイン祭りを楽しみに韮崎へやってくる友人も増え、訪れた方は、皆さんこの自然
と文化の素晴らしさに感動されます。今後、誇りを持って皆で前向きに発信することが
韮崎発展のキーワードになると思います。
　第120回記念太平洋展に出展した《明日へ～能登の春》を会場でご覧くださった大村
智博士よりご縁をいただき、韮崎大村美術館企画『季節の彩りー花の歳時記』にて展示し
て頂けることは大変光栄です。2024年元日の能登半島地震を機に、私ができる支援は
何だろうかと自問しながら、かつて奥能登で描いた桜のスケッチを基に、一日も早い復
興を願いながら描きました。
　桜前線、桜吹雪とは、桜に寄せる日本人の心情が一つになれる言葉ではないでしょう
か。この作品が皆様の心の灯火になり、少しでも笑顔になっていただけたら嬉しいです。

ふるさと韮崎の洋画家を紹介します！ふるさと韮崎の洋画家を紹介します！

交通安全傘と反射スクール
バッグを寄贈いただきました

甲斐韮崎交通安全協会様より、市内の新入学児童の交
通安全を願い、交通安全傘と反射スクールバッグ168
セットをご寄贈いただきました。いただいた品は市内小
学校の新入学児童へ配布し、交通安全の意識向上に役立
ててまいります。
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お
知
ら
せ

「
ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き
」閉
館
後
の

温
泉
利
用
支
援
に
つ
い
て

　「
韮
崎
市
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ゆ
～
ぷ
る
に

ら
さ
き
」は
、令
和
8
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
閉
館
し

ま
し
た
。長
き
に
わ
た
り
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、温
泉
利
用
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

入
湯
税（
１
０
０
円
）の
減
免
措
置

■
開
始
日
　
令
和
8
年
4
月
1
日

■
対
象
者
　
12
歳
以
上
75
歳
未
満
の
市
民

■
対
象
施
設
　
⃝
武
田
乃
郷
　
白
山
温
泉

☎
０
５
５
１
‐
２
２
‐
５
０
５
０

⃝
韮
崎
旭
温
泉

☎
０
５
５
１
‐
２
３
‐
６
３
１
１

問
商
工
観
光
課
　
商
工
観
光
担
当

☎
０
５
５
１
‐
４
５
‐
９
１
５
８

令
和
８
年
度

　
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園
　
学
校
説
明

　
中
学
3
年
生
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
対
象
　
⃝
中
学
3
年
生

　
　
　
　
⃝
特
別
支
援
学
校
中
学
部
3
年
生

　
　
　
　
　（
既
卒
者
を
含
む
）と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
⃝
市
町
村
教
育
委
員
会
及
び
学
校
関
係
者

■
日
時
　

5
月
8
日(

金)

、19
日(

火)

、22
日(

金)

、

6
月
30
日(

火)

、7
月
10
日(

金)

※
午
前
中
開
催

※
各
学
校
を
通
じ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
中
学
3
年
生
以
外
が
対
象
の
説
明
会
は

9
月
以
降
開
催
予
定
で
す

　
　
　
　
⃝
詳
細
は
こ
ち
ら

問
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園
相
談
支
援
部

☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
７
７
６
０

体

験

料
理
教
室「
あ
の
野
草
D
E
ラ
ン
チ
」

■
日
時
　

5
月
17
日(

日)

10
時
～
13
時

■
定
員
　
15
名

■
場
所
　
ニ
コ
リ
調
理
室

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル
、

持
ち
帰
り
用
容
器

■
材
料
費
　
４
０
０
０
円

問
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ラ
イ
ン
お
か
み
さ
ん
会(

成
島)

☎
０
９
０
‐
８
６
８
８
‐
９
０
２
８

silkroadlineokam
isankai@

gm
ail.com

イ
ベ
ン
ト

韮
崎
市
民
合
唱
団

　「
時
を
超
え
　
ひ
び
け
歌
声
」　
雨
天
中
止

■
日
時
　

5
月
10
日(

日)

10
時
30
分
～

■
場
所
　
韮
崎
中
央
公
園
野
外
音
楽
堂

■
内
容
　〈

5
月
の
う
た
〉り
ん
ご
の
歌

　〈
や
な
せ
た
か
し
の
う
た
〉

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ

　〈
１
９
７
０
年
代
の
う
た
〉夢
の
中
へほ

か

問
合
唱
団
団
長
　
林

☎
２
２
‐
０
１
８
８

第
７
回
み
だ
い
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
タ

　
各
種
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、ハ
ー
ブ
苗
や

こ
だ
わ
り
の
手
作
り
雑
貨
の
お
店
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
約
40
店
舗
並
び
ま
す
。

■
日
時
　

5
月
23
日(

土) 

、24
日(

日)

10
時
～
15
時
30
分

■
場
所
　
御
勅
使
南
公
園
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン

問
御
勅
使
南
公
園
管
理
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
８
５
‐
４
７
１
２

韮
崎
市
吹
奏
楽
団

第
39
回
定
期
演
奏
会

入
場
無
料

■
日
時
　

5
月
30
日（
土
）14
時
～

　（
開
場
13
時
30
分
）

■
場
所
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

■
内
容
　
ア
パ
ラ
チ
ア
の
春
、

　
　
　
　
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
特
集
　
ほ
か

※
開
場
後
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
が

あ
り
ま
す
！

問
吹
奏
楽
団
団
長
　
堀
井

☎
０
９
０
‐
２
４
８
７
‐
９
２
１
２

第
64
回
大
調
和
展

山
梨
巡
回
展（
絵
画
展
）

■
日
時
　

5
月
31
日(

日)

～
6
月
7
日(

日)

10
時
～
17
時

　（
初
日
14
時
か
ら
、最
終
日
15
時
ま
で
）

■
場
所
　
ニ
コ
リ
　
地
下
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
似
顔
絵
描
き
イ
ベ
ン
ト
実
施

　（
事
前
申
込・所
要
30
分
）

■
日
時
　

6
月
6
日(

土)

13
時
～
16
時
、

7
日(

日)

12
時
～
14
時

⃝
詳
細
は
こ
ち
ら

問
巡
回
展
担
当
　
矢
田
道
生

☎
０
９
０
‐
４
２
２
７
‐
６
７
５
３

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
k
o
k
o
r
o
ピ
ラ
テ
ィ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

■
日
時
　

5
月
16
日(

土)

10
時
〜
12
時

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円

■
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、水
分
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
レ
ン
タ
ル
２
０
０
円
）

■
講
師
　
飯
島
心
　
氏

②
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
清
宮
ゆ
か
り
さ
ん
と

楽
し
く
ト
レ
ラ
ン
！

■
日
時
　

5
月
31
日(

日)

9
時
30
分
〜
12
時

■
参
加
費
　
５
０
０
円

■
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、

ト
レ
ラ
ン
シ
ュ
ー
ズ
、水
分

■
講
師
　
清
宮
ゆ
か
り
　
氏

問・申
込
み
　
穂
坂
自
然
公
園
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
３
７
‐
４
３
６
２

hosaka.n.park@
gm

ail.com

広報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

In
fo

rm
a

tio
n

8
2026.5
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市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
　

ニ
コ
リ
　
イ
ベ
ン
ト

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

☎
２
２
‐
１
１
２
１

母
の
日
イ
ベ
ン
ト

「
T
h
a
n
k
s

　

D
a
y

！

　
　
～
想
い
を
ハ
ー
ト
に
込
め
て
～
」

ハ
ー
ト
の
チ
ッ
プ
に
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
人
へ
の「
あ
り
が
と
う
」の
気
持
ち
を
書
い
て
伝

え
よ
う
。

■
期
間
　

4
月
25
日(

土)

～
5
月
10
日(

日)

■
場
所
　
１
階
総
合
受
付
前

父
の
日
イ
ベ
ン
ト

「
だ
い
す
き
な
気
持
ち

に
が
お
え
展
」

　
だ
い
す
き
な
人
や
家
族
の
似
顔
絵
を
描
い
て
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
期
間
　
４
月
25
日(

土)

～
５
月
20
日(

水)

■
展
示
期
間
　
６
月
１
日(

日)

～
21
日(

日)

■
返
却
期
間
　
６
月
23
日(

火)

～
30
日(

火)

■
場
所
　
１
階
総
合
受
付
共
用
ス
ペ
ー
ス

「
多
肉
植
物
寄
せ
植
え
教
室
」　
要
申
込

　
プ
ニ
プ
ニ
の
か
わ
い
い
多
肉
植
物
で
寄
せ
植
え

を
作
り
ま
し
ょ
う
！

■
日
時
　
６
月
７
日(

日)

10
時
〜
11
時
30
分

■
受
講
料
　
１
０
０
０
円
　
※
材
料
費
込
み

■
会
場
　
１
階
陶
芸・工
作
室

■
定
員
　
15
名
　
※
最
少
開
催
人
数
５
名

■
講
師
　
米
山
葉
月
　
氏

■
申
込
み
　
総
合
受
付
に
て

受
講
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い

大
村
記
念
図
書
館

☎
２
２
‐
４
９
４
６

「
伝
説
の
プ
リ
ン
セ
ス
た
ち
」展
示

　
今
年
５
月
は
英
国
ダ
イ
ア
ナ
妃
初
来
日
か
ら
40

年
を
迎
え
ま
す
。ハ
ー
ト
の
女
王
と
呼
ば
れ
た
ダ
イ

ア
ナ
妃
の
よ
う
に
歴
史
に
残
る
女
性
や
昔
話・お
と

ぎ
話
に
出
て
く
る
女
性
た
ち
の
本
を
集
め
て
展
示

し
ま
す
。

■
展
示
期
間
　
５
月
１
日(

金)

～
28
日(

木)

お
は
な
し
会
と
お
り
が
み
教
室
　
申
込
不
要

　
季
節
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
、お
り
が
み
教
室

を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　

5
月
9
日(

土)
14
時
か
ら
各
20
分
程
度

■
場
所
　
読
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

■
対
象
　
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

だ
っ
こ
の
会

申
込
不
要

　
わ
ら
べ
歌
、手
遊
び
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行

い
ま
す
。

■
日
時
　

5
月
28
日(

木)

11
時
か
ら
20
分
程
度

■
場
所
　
読
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

■
対
象
　
乳
幼
児

朗
読
の
つ
ど
い

■
日
時
　

5
月
16
日(

土)

14
時
～
15
時

■
場
所
　

2
階
会
議
室
9

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
大
河
の
一
滴
最
終
章
」
五
木 

寛
之
作

朗
読　

小
林 

方
子
さ
ん

「
無
用
の
人
」
原
田 

マ
ハ
作

朗
読
　
松
村 

淑
子
さ
ん

「
転
生
」　
　
志
賀 

直
哉
作

朗
読
　
春
藤 

博
子
さ
ん

中
央
公
民
館☎

２
０
‐
１
１
１
５

歴
史
講
座

　
３
回
講
座
・
無
料

「
山
梨
鉄
道
浪
漫

　
～
歴
史
と
お
宝
が
語
る
ふ
る
里
の
鉄
道
～
」

　
山
梨
に
鉄
道
が
敷
か
れ
た
こ
ろ
の
話
や
鉄
道
に

関
す
る
お
宝
の
展
示
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
紹
介
、韮
崎

の
鉄
道
に
つ
い
て
学
ぶ
歴
史
講
座
で
す
。

第
１
回
「
山
梨
、鉄
道
の
歴
史
」

■
月
日
　
６
月
13
日(

土)

■
講
師
　
山
梨
県
立
博
物
館

学
芸
員
　
小
畑
茂
雄
　
氏

第
２
回
「
鉄
道
、お
宝
エ
ピ
ソ
ー
ド
大
集
合
」

■
月
日
　
６
月
20
日(

土)

■
内
容
　
鉄
道
に
関
係
す
る
品
々
の
展
示
と

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

第
３
回
「
韮
崎
の
鉄
道
遺
産

～
ま
ち
に
汽
車
が
や
っ
て
来
た
！
～
」

■
月
日
　
６
月
27
日(

土)
■
講
師
　
韮
崎
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
閏
間
俊
明

■
時
間
　
各
回
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所
　
各
回
ニ
コ
リ
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員
　
各
回
50
名

■
申
込
み
　
５
月
７
日(
木)
か
ら

　
⃝
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
電
話
で

　
　
講
座
ご
と
に
申
込
み
く
だ
さ
い

初
級
登
山
講
座

全
2
回
講
座
・
無
料

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
満
開
の
美
し
い
瑞
牆
山
で
登
山
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

第
１
回
座
学
「
服
装
と
装
備
」

■
月
日
　
５
月
30
日（
土
）

■
時
間
　
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所
　
ニ
コ
リ
会
議
室
５

■
講
師
　
白
鳳
会
　
秋
田
　
誠
　
氏

第
２
回
登
山

　「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
満
開
の
瑞
牆
山
に
登
ろ
う
」

雨
天
中
止

■
月
日
　
６
月
６
日(

土)

■
時
間
　
６
時
～
15
時

■
場
所
　
瑞
牆
山（
北
杜
市
）

■
講
師
　
白
鳳
会
会
員

■
定
員
　
５
時
間
程
度
の
登
山
が
で
き
る
方
15
名

　（
最
少
催
行
人
数
５
名
）

■
そ
の
他
　
登
山
は
座
学
必
須

■
申
込
み
　
５
月
７
日(

木)

か
ら

　
　
　
　
⃝
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

10
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無料送迎無料送迎(車いす可)(車いす可)　　夜間休日の電話相談対応夜間休日の電話相談対応
夜間透析の実施　入院透析可能　無料 Wi-Fi完備夜間透析の実施　入院透析可能　無料 Wi-Fi完備
透析前後の外来リハビリの実施も可能透析前後の外来リハビリの実施も可能

★
費
用
の
記
載
が
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
参
加
無
料
で
す
。

（
有
料
広
告
）

市の人口　 ４月1日現在 (前月比)

男 13,715人 (うち外国人  354人) 5人減

女 13,651人 (うち外国人  335人) 11人減

計 27,366人 (うち外国人  689人) 16人減

世帯数 12,975世帯 66世帯増

　　 4月に韮崎市国民健康保険で支払った額(保険者負担額)は､
143,099,284円(前年同月比7.80%増)で､ 1人あたりの保険
者負担額は､ 27,620円(前年同月比13.08%増)でした｡引き続
き健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください｡

国民健康保険より

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
‐
７
６
７
６

県
外
出
身
パ
パ
マ
マ
の
会

要
予
約

■
日
時
　
５
月
13
日(
水)

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
対
象
　
県
外
出
身
の
パ
パ
マ
マ
と

　
　
　
　
未
就
園
児
８
組

に
ら
★
ち
び
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
に
ら
★
歩
歩
く
ら
ぶ

～
民
俗
資
料
館
で
縄
文
風
手
形
を
と
ろ
う
～

要
予
約

　
縄
文
時
代
の
話
を
き
き
な
が
ら
、お
子
さ
ん
の
手

形
の
焼
き
物
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
５
月
15
日(

金)

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
集
合
　
10
時
15
分(

現
地)

■
対
象
　
未
就
園
児
の
親
子
10
組

■
案
内
人
　
韮
崎
市
教
育
委
員
会

閏
間
俊
明
　
氏

に
こ
に
こ
食
育
講
座

　
～
大
人
の
料
理
か
ら

取
り
分
け
離
乳
食
づ
く
り
～

要
予
約
・
託
児
付
き

　
調
理
を
し
な
が
ら
、離
乳
食
の
取
り
分
け
方
を
紹

介
し
ま
す
。

■
日
時
　
５
月
22
日(

金)

10
時
～
11
時
30
分

■
対
象
　
市
民
で
４
か
月
以
降
の
お
子
さ
ん
の

　
　
　
　
保
護
者
８
名

■
参
加
費
　
３
０
０
円

■
講
師
　
韮
崎
市
　
管
理
栄
養
士

多
胎
ち
ゃ
ん
パ
パ
マ
マ
の
会

要
予
約

■
日
時
　
５
月
27
日(

水)

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
対
象
　
ふ
た
ご・み
つ
ご
の
妊
婦
さ
ん
、

　
　
　
　
未
就
園
児
の
ふ
た
ご・み
つ
ご
の

親
子
６
組

　
　
　
　
⃝
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

詳
細
は
こ
ち
ら

山梨県水防訓練のお知らせ山梨県水防訓練のお知らせ

日　時　5月24日(日)　９時～12時

場　所　武田橋上流左岸釜無川河川敷

内　容　⃝水防工法等訓練（水防団ほか）
　　　　⃝水難救助訓練（消防、陸上自衛隊、警察）
　　　　⃝救出訓練（警察）
　　　　⃝河川応急対策訓練（建設業協会）
　　　　⃝救護訓練（赤十字奉仕団）
　　　　⃝排水ポンプ車による排水訓練

（甲府河川国道事務所）ほか

※訓練は地域住民のみなさんもご覧いただけます
※内容は変更となる場合があります

問中北建設事務所峡北支所　河川砂防管理課
☎23-3062

ドライフラワーを使ってバスケットアレンジを作ってみませんか？

恵信韮崎病院は透析治療、外来でのさまざまな診療や
リハビリテーションも受けられる入院施設を備えた病院です。

恵信韮崎病院での透析治療のポイント

恵信韮崎病院の第２透析室はプライベートを重視した半個室

TEL.TEL.0551-22-25210551-22-2521

山梨県韮崎市一ツ谷 1865-1

整形外科、内科、人工透析内科、糖尿病内科
腎臓病内科、外科、リハビリテーション科

一般病院┃療養型病院┃通所リハビリテーション

医療法人 恵信韮崎会

診療
科目

透 析 時 間 帯 月 火 水 木 金 土 日
午
前 8：30−14：30頃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
午
後 13：30−19：00 − ○ − ○ − ○ −
夜
間 15：30−22：45頃 ○ − ○ − ○ − −
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姉妹都市カリフォルニア州フェアフィールド市の高校生の受け入れ家庭を募集します！

国際交流してみませんか？

募集HPはこちら 昨年の様子はこちら

問問・申込み　国際交流実行委員会事務局（財務政策課　政策調整担当内）・申込み　国際交流実行委員会事務局（財務政策課　政策調整担当内）☎☎ 45-922345-9223

⃝期　　間⋯⋯⋯⋯6月25日(木) ～ 7月8日(水)【14日間・予定】

⃝条　　件⋯⋯⋯⋯個室を一部屋提供できること

⃝応募締切⋯⋯⋯⋯5月13日(水)

⃝受け入れ家庭数…6件程度

ス フ ミ ーホ ト ァ リ 集！募

⃝毎月 1 日発行
☎ 0551-45-9173韮崎市　〒 407-8501 山梨県韮崎市水神一丁目 3-1

デジタル戦略課シティプロモーション担当
発 行 問い合わせ
編 集




